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１ イラム・シラージ,デニス・キングストン,エドワ
ード・メルウィッシュ『「保育プロセスの質」評価
スケール 乳幼児期の「ともに考え、深め続ける
こと」と情緒的な安定・安心』を捉えるために』
明石書店,2016 
●０～１歳は、「大好きな大人と一緒に！」を大切
に、そして、友達とやりたいという心が動く経験
へ。
●３～５歳は、一人の成功経験から複数の成功経
験になっていく。頼ることも幼児にとっては自立
には欠かせない要素。
●小学校では、「一人ができたらみんなでできるよ
うに。友達の力」を大切にする。
◎「大人や友達と関わって自立していくこと」が、
乳幼児期から小学校までの育ちには重要である。
